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みんなで考えよう！
オーノまちづくり

ワークショップニュース 

2 0 2 2年 3月 1 0日

相模大野まちづ
くりスタート！
相模原市は、相模大野駅周辺地区を

対象に、地域住民や事業者のみなさ

まが主体となって実現する「まちづ

くりのアイデア」を検討するため、

全５回のワークショップを企画しま

した。

ワークショップでは「相模大野に住

む人・来た人にとって、居心地がよ

いまちづくり」をコンセプトに『相

模大野をどのようなまちにしたいか

＝まちのコンセプト』や、『どのよ

うな場所で、どのような盛り上げ方

ができるか＝公共的空間の活用方

策』など様々なアイデアを考え、ま

とめることを目指します。

第１回は2月27日（日）、南区役所で
開催。商業関係者や小中学校PTA、地
域団体、大学、公募市民、大型商業

施設、関連企業から25名に参加いた
だきました。

まず始めに、今回のワークショップ

について、市から主旨やスケジュー

ルを説明し、いよいよスタート！

ファシリテーターの小泉瑛一（こい

ずみ よういち）さんの案内で、「相
模大野歴」順に５つのテーブルに分

かれ、付箋やワークシートを使って

「相模大野のアイデンティティーを

見える化」しました。

感染対策を十分に行った上での開催

になりましたが、初対面の参加者は

それぞれ、まちに対する思いを共有

しました。
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相模大野まちづくり
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第１回ワークショップ

のまとめ

ワークショップの進め

方

トピック「三核構造」

とは

第1号



第 1号  / /  2 0 2 2年 3月

相模大野の良いところ「100個」
１つめのテーマ「相模大野の良いところ

を100個あげよう」では、参加者が思い
つく限り付箋に良いところを書きまし

た。とくに多かったのは、個人経営の飲

食店のすばらしさ、お祭りやイベントが

盛んであること、小田急線の利便性、商

業施設の充実など。

1枚の模造紙に貼りきれないくらい挙げ
たグループもあり、あらためて相模大野

の良さを実感しました。

-相模大野のいいところ100個を図解-

第1回ワークショップのまとめ



相模大野駅周辺は、これまでに整備してきた都市基
盤を活用することで、まちを盛り上げていくことが
できると考えています。様々な方にご参加いただい
たこのワークショップでは、わくわくするまちづく
りの実現に向けて、素晴らしいアイデアや考えを発
信していただきたいと思います。地域のみなさまと
市が一体となり、相模大野を盛り上げていきましょ
う。
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2つめのテーマは「20年後のわたしと相模大野」。
ちょっと未来の相模大野で「何をしたいか」を想像

し、そのためには「どんな街であってほしいか」を

イメージしました。

10代〜60代と幅広い年齢層の参加者は、それぞれの
ライフシフトを考えた、まちへの期待や関わり方を

描きました。

第1回ワークショップのまとめ20年後のわたしと相模大野

-ファシリテーターの小泉瑛一さん-

-本村賢太郎市長-

相模大野のまちが大きく変わっていく中で、市民
が自分たちのまちとどのように関わっていきたい
かを考えられるようなワークショップにします。

【略歴】
建築家/ワークショップデザイナー
1985 年愛知県出身。2010 年横浜国立大学卒業。
2011 年復興まちづくり団体ISHINOMAKI 2.0 事務局として3 年半現地で活動。2011～2020 年設
計事務所オンデザイン所属。2015~2016 年首都大学東京特任助教。2020 年、まちづくり事務所
about your city として独立。建築、まちづくり、ワークショップデザインを軸に活動。
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ワークショップの進め方

トピック「三核構造」とは
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-ワークショップのスケジュール-

今年7月までに計５回のワークショップを
開催し、まちのコンセプトや公共的空間の

活用アイデアなどを話し合います。その

後、具体的な取組につなげるための検討を

行う予定です。

相模大野駅北口のまちづくりは、3つの拠点となる「核」を配置して、まちの回遊性向上と面的なにぎわいを
創出する「三核構造」をまちづくりの考え方として取り組んできました。しかし、昨今の社会情勢の変化によ

り、三核構造のあり方を見直すとともに、既存の公共的空間などを活用した新しいまちづくりに取り組む必要

があると考えています。


